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まちの香りに
包まれて

有田川町を、プロの技を感じる「生きた感性の授業」

ゲストへのサービスを行うのは有田中央高等学校の生徒たち

「里山十帖」
北崎裕さん（新潟）

「ラ・シーム」
高田裕介さん（大阪）

「フロリレージュ」
川手寛康さん（東京）

「ヴィラ・アイーダ」
小林寛司さん（和歌山）

「メツゲライクスダ」
楠田裕彦さん（兵庫）
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1沼谷にある「天空の棚田」、山椒畑で

ランチ　2「里山十帖」と生活研究グ

ループが一緒に作ったお弁当　3体験交

流工房わらしで行灯づくり　4ディナー

の席にも有田川町らしさを　5指導を受

ける高校生の姿は真剣　6あまごを使っ

た料理　7シェフからメニューの説明を

受ける高校生　8食材は有田川町のもの

がふんだんに使われた。とうもろこしは

有田中央高等学校のもの　9料理に舌鼓　

�ゲストにはあらぎ島周辺の散策をはじ

め、清水を満喫いただいた

「
有
田
川
町
の
豊
か
さ
を
、
プ
ロ
の
技

を
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
担
う
高

校
生
に
体
感
し
て
ほ
し
い
」。
そ
ん
な
思
い

か
ら
、
７
月
８
日（
日
）
〜
10
日（
火
）
の
３

日
間
、「
食
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
×
農

山
村
×
ひ
と
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
内
外
で
活
躍
す
る
シ
ェ
フ
が
古
民
家
の

宿
「
や
す
け
」
を
舞
台
に
、
ぶ
ど
う
山さ

ん

椒し
ょ
うや

ア
ユ
、
シ
カ
な
ど
の
地
域
食
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
デ
ィ
ナ
ー
コ
ー
ス
を
提
供
。
料
理

を
運
ぶ
の
は
、
有
田
中
央
高
等
学
校
・
有
田

中
央
高
等
学
校
清
水
分
校
の
生
徒
で
す
。

　
デ
ィ
ナ
ー
終
了
後
の
生
徒
た
ち
に
は
、
充

実
感
や
達
成
感
、
自
信
に
満
ち
た
笑
顔
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
彼
ら
は
「
お
客
さ
ま
が
幸
せ

そ
う
に
食
べ
る
姿
を
見
て
、
私
も
頑
張
ろ
う

と
思
え
た
」「
も
っ
と
自
分
で
も
、
今
日
の

こ
と
を
振
り
返
り
な
が
ら
勉
強
し
た
い
と

思
っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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「
こ
そ
泥
は
い
て
も
、
凶
悪
犯
罪
の

ほ
と
ん
ど
起
こ
ら
な
い
有
田
の
山
奥
に

一
大
パ
ニ
ッ
ク
が
起
こ
っ
た
」（
清
水

町
誌
）。

今
か
ら
96
年
前
、
一
人
の
警
察
官
が

命
を
落
と
し
ま
し
た
。
そ
の
警
察
官
の

名
は
、
小
西
榮え
い
じ
ろ
う

次
郎
。
ま
だ
若
く
、
今

後
を
期
待
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
彼

は
、
ど
ん
な
思
い
で
職
務
を
全
う
し
た

の
で
し
ょ
う
か
。

「
ピ
ス
ト
ル
強
盗
事
件
」

大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
７
月
31
日

22
時
ご
ろ
、
海
草
郡
宮
前
村
（
現
在
の

和
歌
山
市
）
で
、
２
人
の
青
年
が
ピ
ス

ト
ル
を
持
っ
た
男
に
「
金
を
出
せ
」
と

脅
さ
れ
た
。
し
か
し
２
人
は
現
金
を

持
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
男
は
そ
の

ま
ま
立
ち
去
っ
た
。
そ
の
後
、
22
時
30

分
ご
ろ
、
今
度
は
海
草
郡
紀
三
井
寺
村

（
現
在
の
和
歌
山
市
）
の
店
に
そ
の
男

は
強
盗
と
し
て
立
ち
入
っ
た
。
店
の
主

人
と
そ
の
妻
は
、
男
の
隙
を
見
て
表
に

飛
び
出
し
た
が
、
そ
の
背
後
に
は
銃
声

が
響
い
た
。

第
２
の
犯
行
が
あ
っ
て
約
30
分
後
、

私
服
の
警
察
官
が
男
を
呼
び
止
め
、
職

務
質
問
を
し
た
。
男
は
山
本
清せ
い
き
ち吉

と
名

乗
っ
た
。
警
察
官
は
衣
服
の
上
か
ら
身

体
検
査
を
し
た
が
、
手
に
持
っ
た
バ
ス

ケ
ッ
ト
の
中
身
は
調
べ
な
か
っ
た
。

そ
の
後
、
和
歌
山
警
察
署
は
通
報
を

受
け
て
捜
査
を
し
た
が
、
山
本
は
居
住

　

一
人
の
警
察
官
の
勇
気
に
敬
意
を

　 
小
西
巡
査
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地
に
戻
っ
て
お
り
、
足
取
り
が
つ
か
め

な
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
約
半
月
後
の
８
月
16
日
、

２
時
ご
ろ
。
城
山
村
（
現
在
の
清
水
地

域
）
二
川
地
区
の
農
家
の
家
に
山
本
が

押
し
入
っ
た
。「
金
を
出
せ
！
」「
金
は

な
い
！
」
と
押
し
問
答
に
な
っ
た
が
、

家
族
が
騒
い
だ
た
め
か
、
山
本
は
焦
っ

て
家
屋
に
銃
弾
を
２
発
撃
ち
込
ん
だ
。

こ
の
知
ら
せ
は
、
間
も
な
く
し
て
二

川
地
区
に
駐
在
し
て
い
た
小
西
榮
次
郎

巡
査
の
も
と
へ
届
け
ら
れ
た
。

二
川
で
の
事
件
か
ら
約
１
時
間
30
分

後
、
八
幡
村
（
現
在
の
清
水
地
域
）
遠

井
地
区
の
宿
屋
に
山
本
が
押
し
入
っ

た
。山
本
は
左
手
で
ピ
ス
ト
ル
を
握
り
、

右
手
に
懐
中
電
灯
を
持
っ
て
い
た
。
宿

屋
の
主
人
は
逃
げ
た
が
、
２
階
に
呉
服

行
商
人
が
宿
泊
し
て
い
た
。
商
人
が
１

階
の
物
音
に
気
付
き
階
段
を
駆
け
下
り

た
と
同
時
に
、
山
本
が
商
人
目
が
け

て
ピ
ス
ト
ル
で
撃
っ
た
。
商
人
は
山
本

に
体
当
た
り
し
て
組
み
打
ち
に
な
っ
た

が
、
山
本
が
懐
か
ら
も
う
１
丁
の
ピ
ス

ト
ル
を
取
り
出
し
た
。
２
丁
の
ピ
ス
ト

ル
に
は
か
な
わ
な
い
と
思
っ
た
商
人

は
、
２
階
へ
駆
け
上
が
っ
た
。
そ
の
間

に
山
本
は
、
商
人
が
宿
に
預
け
て
い
た

商
品
な
ど
を
奪
っ
て
逃
走
し
た
。

16
日
の
朝
、
小
西
巡
査
は
、
自
転
車

で
八
幡
村
の
派
出
所
に
向
か
っ
て
い

た
。
二
川
地
区
で
の
農
家
強
盗
未
遂
事

件
を
報
告
す
る
た
め
だ
っ
た
。
偶
然
、

路
上
で
派
出
所
の
警
察
官
と
出
会
い
、

事
件
の
内
容
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
遠

井
地
区
で
も
強
盗
事
件
が
あ
っ
た
こ
と

を
聞
か
さ
れ
た
。
小
西
巡
査
は
、
早
速

付
近
一
帯
の
捜
索
に
取
り
掛
か
る
。

そ
の
日
の
20
時
ご
ろ
、小
西
巡
査
は
、

八
幡
村
楠
本
地
区
の
茶
屋
で
犯
人
ら
し

い
男
が
酒
を
飲
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け

た
。
小
西
巡
査
は
男
が
山
本
で
あ
る
こ

と
を
確
認
す
る
と
、
山
本
の
手
を
と
っ

て
表
に
連
れ
出
し
た
。

少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
で
、
山
本
は
突

然
小
西
巡
査
に
体
当
た
り
し
、
逃
走
し

よ
う
と
し
た
。
小
西
巡
査
は
と
っ
さ
に

山
本
に
組
み
付
き
、
も
み
合
う
う
ち
に

道
路
わ
き
の
く
ぼ
み
に
転
落
し
た
。
山

本
は
ピ
ス
ト
ル
を
取
り
出
し
、
構
え
た

が
、
小
西
巡
査
に
ピ
ス
ト
ル
を
奪
い
取

ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
の
で
、
巡
査
の
手

に
か
み
付
い
た
。

そ
の
と
き
、
銃
声
が
し
た
。

小
西
巡
査
の
手
が
山
本
か
ら
離
れ
た

途
端
、
山
本
は
巡
査
に
銃
口
を
向
け
、

銃
弾
を
浴
び
せ
た
。
一
発
は
胸
に
、
一

発
は
腹
に
。
小
西
巡
査
は
即
死
し
た
。

17
日
早
朝
、
小
西
巡
査
殉
職
の
悲
報

と
、
山
本
が
現
れ
た
と
い
う
報
告
が
警

察
部
に
届
い
た
。

山
本
は
逃
走
し
、那
賀
郡
小
川
村（
現

在
の
海
南
市
）
に
現
れ
て
飲
食
店
に
押

し
入
っ
た
後
、
生
石
山
（
生
石
高
原
）

に
逃
げ
込
ん
で
い
た
。

多
数
の
警
察
官
を
動
員
し
、
付
近
の

村
々
か
ら
住
民
ら
が
応
援
に
駆
け
つ

け
、
計
１
，
５
０
０
人
が
包
囲
・
捜
索
。

逮
捕
に
至
っ
た
の
は
18
日
早
朝
の
こ
と

だ
っ
た
。

（
引
用
・
参
考
／
和
歌
山
県
警
察
史
・
清
水
町
誌
）

小西巡査が事件時、身に着けていた衣
服。ピストルの弾跡が当時のまま残さ
れている。

（和歌山県警察　資料室）
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当
時
の
人
々
は

そ
の
当
時
、
拳
銃
を
使
用
し
た
犯
罪

は
全
国
的
に
ま
れ
な
も
の
だ
っ
た
そ
う

で
、大
事
件
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
し
た
。

小
西
巡
査
は
「
勇
敢
な
行
動
は
警
察

官
の
亀き

鑑か
ん

で
あ
り
、
人
心
に
及
ぼ
す
影

響
小
な
ら
ず
」
と
し
て
、
巡
査
部
長
に

昇
任
。
内
務
省
（
第
２
次
大
戦
前
の
中

央
官
庁
）
か
ら
功
労
記
章
が
授
与
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
映
画
製
作
を
行
う
日
本
活
動

冩し
ゃ

眞し
ん

株
式
會が
い

社し
ゃ

（
当
時
）
に
も
こ
の
事

件
は
取
り
上
げ
ら
れ
、
映
画
化
。
和
歌

山
県
内
各
地
で
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

故
小
西
巡
査
部
長
の
殉
職
碑
は
、
大

正
12
（
１
９
２
３
）
年
５
月
10
日
、
二

川
地
区
の
地
元
有
志
に
よ
り
建
立
。
さ

ら
に
、
殉
職
か
ら
３
年
後
の
大
正
14

（
１
９
２
５
）
年
８
月
16
日
に
は
、
地
方

の
有
志
、
青
年
会
な
ど
の
寄
付
に
よ
っ

て
楠
本
地
区
に
も
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

語
り
継
が
れ
る
思
い

小
西
巡
査
部
長
の
殉
職
は
、
和
歌
山

県
警
察
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

な
い
、
そ
し
て
、
職
務
質
問
や
容
疑
者

同
行
の
際
の
教
訓
を
残
し
た
事
件
で
し

た
。
現
在
、
湯
浅
警
察
署
で
は
、
湯
浅

署
管
内
に
着
任
し
た
新
人
警
察
署
員
に

対
し
、署
長
自
ら
殉
職
碑
ま
で
案
内
し
、

こ
の
事
件
に
つ
い
て
語
っ
て
い
ま
す
。

小
西
巡
査
部
長
の
写
真
は
、
湯
浅
警
察

署
３
階
会
議
室
に
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
世
話
人
12
人
・
会
員
約
50
人

か
ら
な
る
「
故 

小
西
巡
査
部
長 

顕
彰

会
」
で
も
彼
の
勇
気
と
行
動
を
語
り
継

ぎ
た
い
と
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
誰
か
が
語
り
伝
え
て
い
か
な
け
れ

ば
、
小
西
巡
査
部
長
の
偉
業
も
、
先
人

の
思
い
の
詰
ま
っ
た
石
碑
も
、
忘
れ
去

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
危

機
感
を
抱
き
ま
し
た
」
と
語
る
の
は
、
世

話
人
代
表
で
あ
り
、
顕
彰
会
発
起
人
の
一

人
で
も
あ
る
坂
口
綠み
ど
りさ
ん
。
昨
年
末
か
ら

定
期
的
に
、
石
碑
の
清
掃
と
献
花
を
し
て

い
る
そ
う
で
、
小
西
巡
査
部
長
の
命
日
で

あ
る
８
月
16
日
（
木
）
に
は
、
慰
霊
碑
へ

の
奉
拝
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

坂
口
さ
ん
は
小
西
巡
査
部
長
に
つ
い

て
、「
当
時
は
通
信
も
ま
ま
な
ら
な
い
中
、

応
援
を
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
村
民
の
命

が
第
一
だ
、
と
考
え
て
行
動
し
た
の
だ
と

思
う
」「
私
は
、
彼
の
魂
が
私
た
ち
の
こ

と
を
、
今
で
も
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。
殉
職
碑

の
前
を
通
る
際
に
は
、
思
い
出
し
て
欲
し

い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
が
語
り
継
ぎ
、
時
折
思
い
出
す

こ
と
で
、
彼
の
心
は
こ
れ
か
ら
も
生
き
続

け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
小
西
巡
査
部
長

 

語
り
継
が
れ
る
思
い　

完
―　

小西巡査部長の殉職碑。楠本橋付近国道沿い（＝
上写真）と二川区の城山神社参道（＝下写真）
にある。
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棚田ウォーク
in あらぎ島 2018 秋

参加者
大募集！

国選定重要文化的景観のあらぎ島周辺を散策します。普段は立ち入り禁止
のあらぎ島内に入ることができる貴重な機会です。

昼食では、清水地域で収穫されたばかりのツヤツヤの新米でおにぎりを作
り、清水の食材といっしょに味わいます。昼食後は清水の木材を使って、自
分だけのペン立て作りも！

秋の清水が生み出す恵みを食し、自然豊かな環境で楽しい一日を過ごしま
せんか？

●日時／ 10 月 7 日（日）9 時 45 分集合
　※小雨決行。荒天の場合翌日に延期。
●集合場所／清水行政局
●定員／ 20 人（先着順）
●コース／全行程約 8㎞
●参加費／ 1 人につき 2,000 円
　　　　　（昼食・お土産・木工体験料）
　※木工体験をしない場合は 1,000 円
　※当日集金

●申し込み
◦申込受付期間／ 8 月 10 日（金）
　～ 8 月 30 日（木）
◦申し込み方法／電話・ファクス・
　メール・窓口・ハガキ
※①氏名②住所③電話番号（複数人の場

合は代表者を明記）④生年月日⑤木工
体験の有無――を明記（連絡）のこと。

タイムスケジュール ( 予定 )
  9：45 清水行政局集合
10：00 出発　西原散策
11：00 あらぎ島散策
11：35 道の駅『あらぎの里』
12：00 三田活性化センター（昼食）
13：00 出発
13：05 金比羅さん
13：10 あらぎ島展望所、記念撮影
13：35 笠松碑
13：45 笠松亭
14：15 清水庵
14：40 木工センターでペン立て作り
16：30 解散

キャンドルライトイルミネーション in あらぎ島 vol.12

●日時／９月６日（木）18 時 30 分～ 21 時
●場所／あらぎ島展望所　　※駐車場／三田地内「若者ひろば」

申し込み・お問い合わせは
清水行政局産業振興室

問清水行政局産業振興室

インターンシップ中の
上野山莉奈さん（和歌山大学３年）が

企画しました！

申し込み

お待ちしてます！

地元若手有志「紀清の集い」主催のイベント。
約 1,700 本の手作り竹灯篭にろうそくを灯すことで、名勝「あらぎ島」

を幻想的に浮かび上がらせます。悠仁新王殿下 12 歳のお誕生日を一緒
にお祝いしませんか？
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去
る
６
月
５
日
、
有
田

川
町
議
会 

平
成
30
年 

第
２

回
定
例
会
に
お
い
て
同
意

い
た
だ
き
、
７
月
１
日
付

で
有
田
川
町
副
町
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

私
は
、
昭
和
61
年
、
和

歌
山
県
庁
に
奉
職
し
、
こ

れ
ま
で
福
祉
施
策
や
産
業

労
働
施
策
、
文
化
芸
術
、

教
育
の
振
興
な
ど
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

有
田
川
町
は
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
農
林
業
が
盛
ん

に
営
ま
れ
る
と
と
も
に
、
有
田
川
を
慈
し
み
な
が
ら
暮
ら
し
て
き
ま
し

た
。
今
、「
～
川
が
結
び
、
川
が
育
む
、
森
と
ま
ち
～　

人
が
集
い
、
想

い
を
紡
ぎ
、
新
し
い
流
れ
を
つ
く
る
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
住
民
参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
中
山
町
長
の
も
と
、
有
田
川
町
の
発
展
に
誠
心
誠
意
、
全
力

を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
方
の
ご
指
導
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

平
成
18
年
６
月
に
助

役
と
し
て
就
任
し
て
か

ら
12
年
と
い
う
月
日
が

流
れ
、
こ
の
度
６
月
13

日
の
任
期
満
了
を
も
ち

ま
し
て
、
副
町
長
の
職

を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

過
疎
化
や
少
子
高
齢

化
の
問
題
を
抱
え
、
財

政
状
況
も
厳
し
い
中
、

環
境
の
整
備
や
産
業
の
振
興
、
福
祉
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
課
題
に
、

職
員
と
共
に
中
山
町
長
を
補
佐
し
、職
務
に
あ
た
っ
て
参
り
ま
し
た
。

今
日
、有
田
川
町
と
い
う
町
名
も
町
民
の
皆
さ
ま
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

親
し
み
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
ひ
と
つ
の
町
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を

見
せ
て
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
退
任
の
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
こ
の

上
な
い
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
有
田
川
町
の
益
々
の
発
展
と
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
ま
し
て
退
任
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。
長
い

間
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

就
任
の
挨
拶

坂
頭　

徳
彦

副町長就任と退任の挨拶

退
任
の
挨
拶

山
﨑　

博
司



6 月 21 日（木）、有田中央高等学校清水分校で食育事業の

一環として山椒料理教室を行いました。

この授業は、地元の特産品であるぶどう山椒を生徒たちに身

近に感じてもらおうと、毎年開催しているものです。

今年のメニューは「山椒マヨでパリパリさけのムニエル」「山

椒つみれ巾着と夏野菜の冷やしおでん」「トンテキ」の 3品。

「つみれに練りこんだ山椒が効いてる。肉と相性ええなぁ」「山

椒マヨネーズソースって野菜にかけてもおいしい」と、山椒と

自分たちで頑張って作った料理に舌鼓を打ちました。

今回の料理教室で作った「山椒マヨでパリパリさけのムニエ

ル」のレシピをご紹介します。

ま ち の わ だ い

広報ありだがわ　2018.89 広報ありだがわ　2018.8

◦山椒マヨでパリパリさけのムニエル◦

材料（3人分）

作り方
❶ソースの材料（▲のもの）を全て混ぜ合わ

せる
❷じゃがいもは皮をむき、千切りにする。ボ

ウルへ入れ、粉チーズと粉山椒を加えて混
ぜる。
❸生さけはキッチンペーパーで水分を拭き取

り、塩コショウで下味をつけ、小麦粉を薄
くまぶす。
❹❷で用意したじゃがいもを手のひらにと

り、さけを挟む。
❺フライパンにサラダ油（分量外）を熱し、

片面を強火で焼く。
❻パリッとしてきたらひっくり返し、フライ

パンのふたをして１分ほど弱火で蒸し焼き
にする。
❼ふたを取り、再度強火で焼く。
❽皿に盛り付け、❶のソースをかけて完成。

自分たちのまちの特産品を使って
山椒料理教室

じゃがいも……… １個
粉チーズ…… 大さじ３
粉山椒……… 小さじ１

生さけ…… 3 切れ
塩コショウ… 適量
小麦粉……… 適量

▲マヨネーズ…… 大さじ３
▲レモン汁……… 大さじ１
▲山椒ペースト… 小さじ２
▲砂糖……… 小さじ１／２

※山椒ペーストは
実山椒をすり潰し
たもの。農産物直
売所などでも販売
しています。

衣　
用

ソ
ー
ス
用



ま ち の わ だ い

祝 100 歳　おめでとうございます

有田川町ドッジボール大会 優勝は高瀬チーム！

第８回 有田川町バレーボール大会

７月１日（日）、きび体育館で有田川町ドッ

ジボール大会を行いました。

どの試合も、子どもたちの元気あふれる白

熱したものでした。激戦の末、優勝を勝ち取っ

たのは「高瀬チーム」！準優勝は「天満Aチー

ム」でした。

６月 24日（日）に大字・事業所対抗のバレーボール大会を開催しました。男子の部に 11チーム、女子の部に 5チー

ムが参加しました。

10広報ありだがわ　2018.8広報ありだがわ　2018.8

小澤 紀子さん（小川） 東濱さん（二川）

女子の部
優勝　　下津野
準優勝　水尻
３位　　天満 A

男子の部
優勝　　田口
準優勝　野田
３位　　上中島

男子の部優勝チーム（左写真）と女子の部優勝チーム（右写真）



ま ち の わ だ い

和歌山環境賞受賞　松本祐典さん（船坂）

林義雄さんに感謝状

地域を守る力　自主防災組織研修会

有田川町の風景や祭りをビデオにおさめ、テレビなど

に投稿くださっています林義雄さんに、中山町長から感

謝状が贈られました。

林さんのお住まいは大阪府ですが、特に和歌山県の過

疎地域に対して興味を持っており、撮影しているとのこ

とです。今までにも清水地区の " 山椒収穫体験 " や " 二

川子ども歌舞伎 " などを撮影いただき、NHKの番組で

放映されました。

７月 14日（土）、金屋文化保健センター

で「第 12回有田川町自主防災組織研修会」

を開催し、約 170 人が参加しました。今

回は、神戸防災技術者の会　片瀬範雄氏、

神戸クロスロード研究会代表　浜尚美氏を

招き、多発する地震や激甚化する風水害へ

の対策について講演いただいた他、クロス

ロード（防災に関するカードを使ったゲー

ム）を通じて防災知識を深めました。

自主防災組織は町内各地区に現在 97組

織が設立されており、いざという時に備え、

住民訓練や啓発などを行っていただいてい

ます。

模範的な環境保全に取り組む和歌山県内の個人・団体

を表彰する「第 17 回　わかやま環境賞」。松本祐典さ

んが取り組む活動、「サスティナブルな暮らし！有田川

無農薬みかん農家の挑戦」がわかやま環境賞を受賞しま

した。

松本さんは環境保全の観点から、みかんの無農薬栽培

に取り組み、エコ設備である太陽光ボイラーや“天ぷら

カー”を先行して導入するなど、持続可能なライフスタ

イルの実践に努めています。

広報ありだがわ　2018.811 広報ありだがわ　2018.8
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有田川防災まちづくり　vol.27

風水害時の「命を守る行動」 問 吉備庁舎総務課

避難情報の意味は理解できていますか？
　洪水や土砂災害のリスクが高まった際は、町から避難情報を発令します。避難情報が発令された場合は、
非常事態です。情報が発令された場合は、早め早めの命を守る適切な行動をとってください。

避難行動は「命を守る行動」
　町が開設する避難場所へ避難するほか、災害リスクの少ない親戚宅や友人宅へ避難
させてもらうことも避難行動の一つです。

　また、浸水や土砂の流入は１階ほど被害を受けやすいため、大雨が降り続いている
時は、「２階に上がる」ことも命を守る行動です。外が危険な状況では無理に屋外に避
難するのではなく、屋内の高いところに避難してください。

「
避
難
指
示（
緊
急
）」

「
避
難
勧
告
」

「
避
難
準
備

　・
高
齢
者
避
難
開
始
」

　「高齢者」「体の不自由な人」「小
さな子どもがいる人」「不安を感
じる人」などは、避難を開始し
てください。
　上記以外の人は、気象情報な
どに注意し、いつでも避難行動
に移れる準備を始めてください。

速やかに避難を
開始してください。

緊急に避難してください。

【洪水】
　河川の水位が上昇し続ける恐
れがあり、今後、氾濫の危険が
あります。

【土砂災害】
　土砂災害の前兆現象が確認さ
れ、土砂災害発生の恐れがあり
ます。また、土砂災害発生の危
険性が非常に高まっています。

　河川の氾濫・土砂災害がいつ
起こってもおかしくありません。
　既に発生していることがあり
ます。

屋外の状況 取るべき避難行動
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「農業委員会等に関する法律」が改正され、有田
川町農業委員会が新体制に移行します。それに伴
い、新しい農業委員・農地最適化推進委員が選任
されました。

新しい農業委員会では、農地などの利用最適化
を進めるため、農業委員に加え、今回から新設さ
れる農地利用最適化推進委員と共に「担い手への
農地の集積」「遊休農地の発生防止・解消」「新規
参入の促進」などの活動を行い、農地の有効利用・
経営の効率化促進を目指します。

また、農地利用最適化推進委員は、担当地区に
おいて積極的に地域の情報収集に努め、農地に関
する要望の掘り起こしを行い、より地域に密着し
た現場活動を行います。

農業に関する相談は、農業委員または担当区の
農地利用最適化推進委員にお声掛けください。

農地に関する手続きの際は
農地の売買や貸し借り、農地転用などの際は必

ず手続きが必要になります。必ず申請手続きを行っ
てください。無断で転用などを行った場合、違法
行為となり、処罰の対象となることがあります。

農地利用状況調査を行います
遊休農地や農地の無断転用の実態を把握するた

め、８～ 10 月にかけて農業委員会が農地利用状況
調査を行います。

調査時に農地へ立ち入る場合がありますが、ご
理解、ご協力をお願いします。

農業委員会は
新体制に移行します

問農業委員会事務局（金屋庁舎産業課内）

氏　名 住　所

辻　義功

竹中　真理

城山　富三

林　靖巳

岩倉　洋治

吉信　清彦

湯原　康弘

星田　光司

森田　善久

中尾　高明

大北　義和

榎本　利成

向井　正久

山田　文男

宮本　一彦

下津野

下津野

土生

明王寺

井口

角

吉見

徳田

歓喜寺

中井原

中

丹生

粟生

清水

久野原

清
水

吉
備

金
屋

農業委員

氏　名 住　所 担当区

平松　隆司 下津野

河嶋　美樹 天満・土生

赤山　俊文 水尻

辻岡　俊明 植野・奥・熊井

上田　久志 明王寺・小島・野田

永廣　篤 大賀畑・田口・大谷・井口

植田　健 賢・田角・船坂・長谷・出

栗山　昌之 尾中・角・長田・上中島

北　好男 徳田・庄

栗生　幸和 垣倉・東丹生図
西丹生図・吉見

宮前　臣良 吉原・糸川・修理川・宇井苔
松原・歓喜寺

辻　明 岩野河・川口・谷・立石

勝丸　健司 伏羊・小川・中野

采女　博行 市場・中井原・金屋・長谷川

上田　将博 彦ケ瀬・瀬井・西ケ峯・有原

黒岩　修 中・中峯・本堂・青田・沼田

西尾　幸治 延坂・大西・大薗・尾上
小原・生石

弓場　章博 丹生・糸野・下六川・釜中
黒松・上六川

谷脇　史一 中原・川合・二澤・北野川・粟生

横岩　秀長 二川・東大谷・三瀬川
日物川・境川

尾崎　浩隆 楠本・沼・遠井

大久保　家宏 三田・宮川・大蔵・清水
下湯川・上湯川

森本　博文

下津野
土生

水尻
奥
野田
大谷
出
尾中
徳田

東丹生図
吉原

川口
小川
市場
西ケ峯
青田
生石
釜中

中原
二川
沼

下湯川
久野原 久野原・井谷・板尾・杉野原

押手・沼谷・室川

清
水

吉
備

金
屋

農地利用最適化推進委員

※許可申請書などの提出先は、農地利用最適化推進委員および農業委員会事務局となります。
※平成 30 年 7 月 1 日現在
※敬称略・順不同

※平成 30 年
　7 月 1 日現在
※敬称略・順不同



介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス
（
入
所
）

や
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
た
場

合
、
低
所
得
の
人
は
、
申
請
を
す
る
こ
と

で
居
住
費
や
食
費
が
表
の
負
担
上
限
額
ま

で
の
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

認
定
の
基
準
と
し
て
、
本
人
お
よ
び
配

偶
者
（
事
実
婚
を
含
む
）
の
所
得
や
、
資

産
状
況
（
預
貯
金
な
ど
）
を
勘
案
し
ま
す
。

な
お
、
虚
偽
の
申
告
に
よ
っ
て
不
正
に

認
定
証
の
交
付
を
受
け
、
保
険
給
付
を
受

け
た
場
合
、
給
付
額
の
返
還
お
よ
び
加
算

金
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
請

認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必

要
で
「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」

の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
時
に
は
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
資

産
状
況
な
ど
の
記
入
や
通
帳
の
コ
ピ
ー
な

ど
が
必
要
で
す
。

こ
の
認
定
証
の
有
効
期
限
は
、
原
則
申

請
月
の
初
日
（
１
日
）
か
ら
、
７
月
31
日

ま
で
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
が
、
生
計
が
特
に
困
難

な
利
用
者
に
対
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
利
用
者
負
担
の
１
割
分
と
食

費
・
居
住
費
（
滞
在
費
）
の
利
用
者
負
担

の
軽
減
を
し
ま
す
。

軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
、
利
用
者
ま

た
は
家
族
な
ど
に
よ
る
申
請
が
必
要
で
、
社

会
福
祉
法
人
に
提
出
す
る
た
め
の
「
確
認

証
」の
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
確
認
証
の
有
効
期
限
は
、
原
則
申
請

月
の
初
日（
１
日
）か
ら
７
月
31
日
ま
で
で
す
。

な
お
、
認
定
の
基
準
と
し
て
、
収
入
や

預
貯
金
な
ど
の
条
件
が
複
数
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法
は
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
請
先

・
金
屋
庁
舎
長
寿
支
援
課

・
吉
備
庁
舎
住
民
課

・
清
水
行
政
局
住
民
福
祉
室

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

生
活
困
難
者
の

利
用
者
負
担
軽
減
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介護保険に関する制度のご紹介
介護保険サービスを利用する低所得者の負担を軽減する制度です

問金屋庁舎長寿支援課

区分

居住費（滞在費）の上限額
食費の 
上限額ユニット型 

個室
ユニット型 

個室的多床室 
・従来型個室

多床室

第 1 段階
世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が 
住民税非課税で、 
老齢福祉年金の受給者・生活保護の受給者

820 円 490 円 
（320 円） 0 円 300 円

第 2 段階
世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が 
住民税非課税で、 
合計所得金額と課税年金収入額と非課税年金収入額の 
合計が 80 万円以下の人

820 円 490 円 
（420 円） 370 円 390 円

第 3 段階 世帯の全員（世帯を分離している配偶者を含む）が 
住民税非課税で、第 2 段階に該当しない人 1,310 円 1,310 円 

（820 円） 370 円 650 円

※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の負担額限度額は（　）内の金額となります。

居住費・食費の自己負担上限額（１日あたり）
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高齢者の暮らしを応援！

地域包括支援センターだより
有田川町地域包括支援センターでは、介護予防な

どの相談に応じています。

直通（金屋庁舎）　　☎３２‐５１０２
　　（清水行政局）　☎２５‐１２６９

ロバつうしん
６月 23 日（土）、有田川町キャラバン・メイト連絡

会の総会とフォローアップ研修会を開催しました。
今年度は、京都府綾部市社会福祉協議会の山下氏を

講師にお迎えし、「綾部市の認知症サポーター養成講
座の活動について」と題してご講演いただきました。
当町においても大変参考になる取り組みで、今後の活
動に生かしながら、認知症の正しい理解の普及啓発の
ため、キャラバン・メイト一同、頑張っていきたいと
思います。

認知症キャラバン・メイト連絡会では、ロバのよう
にゆっくり着実に前進することを願って名付けた“ロ
バつうしん”を通して、日々の活動の様子や「認知症
サポーター養成講座」の情報をお知らせしています。
皆さまの受講をお待ちしています！

お宅に訪問すると、笑顔で迎えてくれた小畑さん。２階
の窓から景色を眺めるのが好きなのだそうで、101 歳に
なった今もトントンとリズムよく階段を上がっていきます。

そんな小畑さんに元気の秘訣を伺いました。

▲フォローアップ研修会の様子

おたっしゃさ〜ん！
小畑清子さん

（101歳）

――趣味は？
短歌・詩吟です。夜、寝付けないときは、短歌を詠ん
でいますよ。

――好きな食べ物は？
何でも食べます。家族が買ってきてくれる「ケンタッ
キー」が楽しみ！せんべいも大好きで、「粟おこし」
も食べますよ！

――気をつけていることは？
できるだけ体を動かして、何でも自分でするようにし
ています。

私たちにパワーをくれる、町の「おたっしゃさん」。今
後もどんどん紹介していきます！

自薦・他薦、大歓迎！ 包括支援センターまでご連絡ください。
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健康みちしるべ

ご
存
じ
で
す
か
？ 

夏
の
冷
え
性

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

開設日時など

子育て悩み事相談 月曜日（要予約）   9:30～ 11:30
13:30～ 16:30

子育て相談・ほっとルーム
＆お外遊び 火曜日～木曜日 9:00～ 11:00

13:30～ 16:30

あそびのひろば
◆第１・３金曜日…０～１歳半  10:00～11:30（9:30受付開始）◆第２・４金曜日…１歳半～就学前  14:00～15:00（13:30受付開始）◆第５金曜日…お休み 

「たまてばこ」さんの
絵本の読み聞かせ

奇数月の第1金曜日（午前のあそびのひろば）…0～1歳半
偶数月の第2金曜日（午前のあそびのひろば）…1歳半～就学前

にこにこひろば
◆第４水曜日（8月22日）　10:00～11:00
　※9:30受け付け開始　　※受け付け後、10:00まで自由あそび
◆場所…金屋文化保健センター
◆内容…水に浮かべて遊ぼう　◆タオル・着替えを持ってきてね！

■場所／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
　☎090−7966−1697・52−5474［FAX兼用］

乳幼児を子育て中の皆さまへ

子育て支援センターだより

冷
え
性
と
言
え
ば
、
冬
を
思
い
浮
か
べ

る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
夏
の
冷
え

性
で
体
調
を
崩
す
人
も
い
ま
す
。

夏
の
冷
え
性
の
原
因

●
内
と
外
、
両
方
か
ら
の
冷
え

夏
は
冷
た
い
飲
み
物
・
食
べ
物
に
よ
る

体
の
内
側
か
ら
の
冷
え
に
加
え
て
、
過
度

な
冷
房
の
も
と
に
長
時
間
い
る
こ
と
で
、

内
か
ら
も
外
か
ら
も
身
体
を
冷
や
す
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。

●
冷
房

汗
を
か
い
て
冷
房
の
き
い
た
部
屋
に
入

る
と
、
汗
が
蒸
発
す
る
と
き
に
熱
が
奪
わ

れ
、
さ
ら
に
冷
た
い
空
気
で
体
温
が
下
が

り
ま
す
。

ま
た
、
冷
房
は
28
度
に
設
定
し
て
い
て

も
、
冷
た
い
空
気
は
下
に
い
く
た
め
、
床

面
は
冷
え
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
温
度
差
の
あ
る
屋
外
・
屋
内
を
繰

り
返
し
出
入
り
す
る
こ
と
で
、
身
体
が
対

応
で
き
ず
に
血
行
障
害
を
起
こ
し
、
冷
え

を
招
く
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
筋
力
低
下

そ
の
他
、
日
頃
の
運
動
不
足
や
加
齢
に

よ
る
筋
力
低
下
で
、
発
熱
を
す
る
大
切
な

部
分
で
あ
る
筋
肉
の
量
が
落
ち
、
冷
え
や

す
い
体
に
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

く
な
り
、病
気
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
代
謝
が
落
ち
る
と
肥
満
や
便
秘
、

肌
荒
れ
な
ど
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
、
そ
の
状
態
が
続
く
と
内
臓
の
働
き
が

低
下
し
て
、
全
身
の
け
ん
た
い
感
・
頭
痛
・

不
眠
・
食
欲
不
振
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

対
策

・
冷
房
が
よ
く
効
い
た
と
こ
ろ
で
は
カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
な
ど
を
羽
織
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
冷
た
い
飲
み
物
・
食
べ
物
の
取
り
す
ぎ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
短
い
時
間
で
も
い
い
の
で
、
湯
船
に
つ

か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、

指
先
を
動
か
し
な
が
ら
入
る
と
血
行
促

進
に
効
果
的
で
す
。

・
こ
ま
め
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
で
体
を
動
か
す
習
慣
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。
家
事
や
歯
磨
き
の
時
に
つ
ま

先
立
ち
を
す
る
だ
け
で
も
、
効
果
が
あ

り
ま
す
。

・
汗
を
か
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
汗
を
か

く
こ
と
は
体
温
調
節
や
新
陳
代
謝
を
高

め
る
大
切
な
働
き
が
あ
り
ま
す
。

冷
え
が
続
く
と
…

体
温
が
下
が
る
と
、
免
疫
力
や
代
謝
が

低
下
し
ま
す
。
免
疫
力
の
低
下
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
受
け
や
す

「ベビーマッサージ & ママ・ヨーガ」
母と子の健康づくりと運動協議会有田支部が実施す
るベビーマッサージとママ・ヨーガのお誘いです。
●日時／ 9 月10 日（金）
　　　　14 時～ 15 時 30 分（13 時 45 分受付開始）
●場所／子育て支援センター
●講師／ NPO 法人日本女性生涯支援協会認定
　　　　ベビーヒーリングタッチ・ヨーガインストラクター
　　　　喜多典子さん
●対象／親子（子どもは２カ月～１歳程度）
●定員／ 20 組
●参加費／無料
※事前に子育て支援センターへの申し込みが必要

暑
い
夏
、
熱
中
症
対
策
を
し
た
上
で

冷
え
性
に
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

□手足が冷たいのに顔がほてるこ
とがある

□手足がむくみやすい
□疲れやすく、風邪を引きやすい
□肌荒れしやすい
□首や肩、背中にコリやハリがある
□便秘や下痢になりやすい
□頭痛がある

□下腹部に触れると冷えている
□生理痛や生理不順がある
□運動があまりすきではなく、続

かない
□入浴はシャワーですませがちで

ある
□冷たい飲み物を好んで飲む
□比較的薄着のほうだ

冷え性☑
チェック

リスト 当てはまる項目が多いほど冷え性の恐れが
あります。チェックしてみましょう！
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不適合物がないか詳しく検査します

集団検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

8 月 4 日（土）
 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター
 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

8 月 26 日（日）
 8:00 ～ 9:00 きび保健福祉センター
 ※定員に達したため受け付け終了

9 月 25 日（火）
 8:00 ～ 9:00 金屋文化保健センター
 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

8 月 1 日（水）・9 月 5 日（水）

■場所／金屋文化保健センター

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

8 月 2 日（木）金屋文化保健センター
8 月 6 日（月）清水保健センター
8 月 9 日（木）金屋文化保健センター
8 月 16 日（木）金屋文化保健センター
8 月 23 日（木）金屋文化保健センター
9 月 3 日（月）清水保健センター
9 月 6 日（木）金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診 ［平成 30 年 4 月生まれ］
　8 月 28 日（火）13:00 ～ 13:15
10 カ月児健診 ［平成 29 年 9 月生まれ］
　8 月  7 日（火）12:30 ～ 12:45
1 歳 6 カ月児健診 ［平成 28 年 12 月生まれ］
　8 月 29 日（水）12:45 ～ 13:00
2 歳児健診 ［平成 28 年 5 月生まれ］
　8 月 22 日（水）12:45 ～ 13:00
3 歳 6 カ月児健診  ［平成 27 年 1 月生まれ］
　8 月  8 日（水）12:45 ～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

8 月 6 日（月）・9 月 3 日（月）

■場所／清水保健センター

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

9:00～
11:00

実施時間
9:00～11:00

実施時間
9:00～11:00

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成30年6月）

加入者数 8,201 人

支払額 3 億 414 万円

1 人当たりの医療費
3 万 7,085 円

（前年同月　4 万 1,927 円）

29 年度 1 人当たりの医療費（月） 4 万 1,943 円

29 年度 1 人当たりの医療費（年） 50 万 3,319 円

医療費は、年々増えています。
医療費が増えると、自己負担額や国保税の増加

につながります。
私たちのちょっとした心がけで、その増加を止

めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう
　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

集団検診は
事前に申し込みが必要です！
お申し込みは金屋庁舎健康推進課ま
たは清水行政局住民福祉室まで。
また、年齢・医療保険の種類によっ
て受診できる内容が異なります。

健診を受けたあとは、結果を
踏まえて生活習慣を見直しま
しょう。
健康相談では、保健師や栄養士が健
康・食事などの相談にのります！
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消
防
本
部
で
は
、
中
学
生
以
上
を
対
象
に
、
心
肺

蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り
扱
い
講
習
を
行
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
、
突
然
の
け
が
や
病
気

に
襲
わ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

け
が
や
病
気
の
中
で
最
も
緊
急
を
要
す
る
も
の

は
、
心
臓
が
止
ま
っ
た
り
呼
吸
を
し
て
い
な
か
っ
た

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
9
件

救　
　

急
…
…
…
…
6
7
6
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
8
件

（
平
成
30
年
6
月
30
日
現
在
）

消
防
だ
よ
り

有
田
川
町
消
防
本
部	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署	

☎
２
５
‐
１
２
４
３

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

	

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

　　　　　　　

取り付けていますか？
住宅用火災警報器

全ての寝室と階段（2 階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

本当に必要？ 救急車の適正利用にご協力を！

り
し
た
場
合
で
す
。
そ
の
場
に
居
合
わ
せ

た
人
の
応
急
手
当
て
が
重
要
で
、
何
も
し

な
け
れ
ば
助
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

友
人
や
職
場
の
同
僚
な
ど
、
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

電
気
火
災
に
気
を
付
け
て

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い
電
気
も
、

使
い
方
を
誤
る
と
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

・
過
電
流
を
防
ぐ
た
め
、
タ
コ
足
配
線
で

の
使
用
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
プ
ラ
グ
は
定
期
的
に
掃
除
し
ま
し
ょ
う
。

・
配
線
な
ど
の
過
熱
を
防
ぐ
た
め
に
、
プ

ラ
グ
は
し
っ
か
り
と
コ
ン
セ
ン
ト
に
差

し
込
み
ま
し
ょ
う
。

・
コ
ー
ド
を
束
ね
た
り
、引
っ
張
っ
た
り
、

家
具
な
ど
の
下
敷
き
に
な
っ
た
り
し
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

救
急
車
の
適
正
利
用

近
年
、
全
国
的
に
人
口
は
減
少
傾
向
に
あ

る
中
、救
急
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

出
動
件
数
が
増
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

１
１
９
番
通
報
を
受
け
て
か
ら
救
急
車
が

現
場
に
到
着
す
る
ま
で
の
時
間
が
長
く
な

り
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

今
一
度
、
救
急
車
の
適
正
な
利
用
に
つ
い

日
曜
救
急
講
習
会
開
催

て
ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
「
ろ
れ
つ
が
回
り
に

く
い
」「
手
足
の
ま
ひ
」「
突
然
の
激

し
い
頭
痛
・
胸
痛
」「
意
識
が
な
い
」

な
ど
の
症
状
は
、
重
大
な
病
気
や
け

が
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
た
め
ら
わ

ず
に
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い
。

夜
間
・
休
日
、

子
ど
も
の
症
状
に
関
し
て

救
急
車
を
呼
べ
ば
よ
い
か

判
断
に
困
っ
た
場
合

●
子
ど
も
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話

　

☎
♯
８
０
０
０

・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
I
P
電
話

　

☎
０
７
３
‐
４
３
１
‐
８
０
０
０

※
平
日　
　

19
時
～
翌
朝
９
時

　

土
日
祝　

９
時
～
翌
朝
９
時

診
察
し
て
も
ら
え
る
医
療
機
関
を

知
り
た
い
場
合

●
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

※
24
時
間
対
応

●
和
歌
山
県
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

https://w
w

w
.w

akayam
a.qq-

net.jp/

日曜救急講習会
●日時／９月９日（日）13 時～ 16 時
●場所／地域交流センター（ALEC）
●定員／ 30 人（先着順）
●内容
　・心肺蘇生法（成人、小児）
　・AED の取り扱い方法
　・止血法、骨折や窒息に対する手当て
講習は無料ですが、申し込みが必要です。申し込み・
問い合わせは有田川町消防本部（吉備金屋消防署・
清水消防署）まで。
※申込締切日／８月 31 日（金）



広報ありだがわ　2018.819 広報ありだがわ　2018.8

環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

保
育
所
で
は
、
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も

用
の
古
着（
以
下
古
着
）を
集
め
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
さ
ま
か
ら「
要
ら
な
い
が
、

捨
て
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
古

着
を
無
償
で
ご
提
供
い
た
だ
き
、
子
ど
も

服
が
必
要
な
ご
家
庭
で
リ
ユ
ー
ス
（
再
利

用
）
す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

子
ど
も
用
の
古
着
を
集
め
て
い
ま
す

省
エ
ネ
と
節
電

●
提
供
の
方
法

保
育
所
に
設
置
し
て
い
る「
古
着
リ
ユ
ー

ス
回
収
箱
」
に
、
不
要
に
な
っ
た
子
ど
も

服
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
お
お
む
ね
６
歳

児
用
ま
で
の
古
着
を
対
象
と
し
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
が
目
的
で
す
の
で
、
必
ず
洗

濯
し
、
き
れ
い
に
畳
ん
で
回
収
箱
に
入
れ

て
く
だ
さ
い
。

●
集
ま
っ
た
子
ど
も
服
は
…

集
ま
っ
た
古
着
は
バ
ザ
ー
で
提
供
し
ま

す
。
そ
の
際
、
１
０
０
円
程
度
の
協
力
金

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
協
力
金
は
、
絵

本
購
入
な
ど
の
資
金
と
し
ま
す
。

残
っ
た
古
着
は
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
引

き
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に

乾
電
池
以
外
の
も
の
を
入
れ
な
い
で

使
用
済
み
の
乾
電
池
は
、
各
区
内
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
設
置
し
て
い
る

乾
電
池
ボ
ッ
ク
ス
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ボ
ッ
ク
ス
内
に
乾
電
池
以
外
の

物
（
電
球
・
ラ
イ
タ
ー
・
空
き
瓶
な
ど
）

が
数
多
く
混
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

乾
電
池
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
、
乾
電
池
以

外
の
物
を
入
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
ボ
タ
ン
電
池
や
小
型
充
電
式
電

池
を
入
れ
る
こ
と
も
禁
止
で
す
。
こ
れ
ら

の
電
池
は
、
購
入
し
た
店
舗
に
持
ち
込
ん

で
い
た
だ
く
か
、
購
入
し
た
店
舗
が
不
明

な
場
合
は
回
収
協
力
店
に
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

子ども用の古着バザーの様子

乾電池以外のものを
いれないで！

乾電池を袋に入れたまま
ボックスに入れるのも

禁止です

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

☎
５
２‐
２
1
1
1

〜
ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

夏
は
電
力
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が

増
加
し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給

を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
省
エ
ネ
・
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
冷
房
の
設
定
温
度
を
28
度
程
度
に
！

●
涼
し
く
、
軽
装
で
！

●
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
買
い
替
え
は
、
省
エ

ネ
性
能
の
高
い
機
器
へ
！

●
ク
ー
ル
シ
ェ
ア　

～
エ
ア
コ
ン
消
し

て
、
涼
し
い
と
こ
ろ
に
集
ま
ろ
う
！
～

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
低
炭
素
社
会
へ
の
転

換
は
、我
慢
を
強
い
る
こ
と
で
は
な
く「
無

駄
を
省
い
て
快
適
に
生
活
す
る
」
と
い
う

も
の
で
す
。

無
理
の
な
い
範
囲
で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

ボタン電池・
小型充電式電池の
回収協力店は
こちらから

ご確認ください

町ホームページ

「クールシェア」とは？
夏の暑い日は、家の電気使用量の半分

以上をエアコンが占めています。1 人あた
りのエアコン使用を見直すことが、クール
シェアの考え方です。
例えば…
●おうちでクールシェア！
自宅で１人１台のエアコン使用をやめて、家族
みんなが集まって、１台で。
●みんなでお出かけクールシェア！
家族みんなでクールスポットにお出かけしま
しょう。
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楽しい英語

こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

有田川町には、外国語指導助手（ALT）の先生が６人います。ALTの先生は保育所・小学校・中学
校で担任の先生や英語科の先生と一緒に授業を行っています。

年長の子どもたちが、ギャレス先生から果物の名前を英
語でどのように言うのか教えてもらい、覚えた言葉を使っ
てゲームをしました。子どもたちは、ギャレス先生の話す
英語の指示を聞き取り、行動することができました。

１年生のクラスでは、アンリュー先生から、色の言い方
を教えてもらい、グループごとに色のカルタ取りをしまし
た。生徒たちは、楽しみながらグループで学んだ表現を使っ
て交流しました。

金屋第２保育所

吉備中学校
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８月のイベント
■おはなしマラソン
日時／ 8月 11日（土）13:30～（約30分間）
場所／ちいさな駅美術館
申し込み／不要　　参加費／無料
※8月11日は祝日のため、金屋図書館でのおは
なしマラソンはお休みです。
■ブックラザ
①日時／ 8月 22日（水）10:30～（約1時間）
　場所／ちいさな駅美術館
　内容／指先を使って遊ぼう！
　対象／２歳児～未就園児　※当日先着15組
　申し込み／不要　　参加費／無料
②日時／ 8月 23日（木）10:00～（約1時間）
　場所／金屋図書館
　内容／指先を使って遊ぼう！
　対象／２歳児～未就園児　※当日先着20組
　申し込み／不要　　参加費／無料
■おひざでだっこのおはなし会
日時／ 8月 21日（火）10:00～ 11:00
場所／金屋図書館
プログラム／子どものスペース
対象／４カ月児～２歳児
申し込み／不要　　参加費／無料

ちいさな駅美術館
～Ponte del Sogno ～

軽部武宏原画展
8/1（水）～8/31（金）

※最終日は 15 時で終了

真夏の夜のおはなし会

８月の移動図書館
8/1（水） こころの医療センター 14：10 ～ 14：30
8/22（水） こころの医療センター 14：10 ～ 14：30
 しみず園 15：30 ～ 16：00
※夏休み期間中のため小学校は運休となります。

日時／ 8 月 10 日（金）19 時 30 分～
　　　（19 時 15 分受け付け開始）
場所／金屋図書館　対象／保育園児（3 歳児）以上　
参加費／無料　定員／親子 30 組（先着）
申込受付場所／金屋図書館・地域交流センター
　（ALEC）・清水図書室　※電話申し込み不可
問い合わせ／金屋図書館
※夜間のイベントのため、保護者の参加が必須です。

新着図書案内
一　般　書

◎小説
日の出　……………………………… 佐川光晴 // 著

雲の果　…………………………… あさのあつこ // 著

その話は今日はやめておきましょう　 … 井上荒野 // 著

本懐　………………………………… 上田秀人 // 著

蕎麦、食べていけ！　………………… 江上剛 // 著

わたしの本の空白は　……………… 近藤史恵 // 著

瑕疵借り　…………………………… 松岡圭祐 // 著

福家警部補の考察　………………… 大倉崇裕 // 著

ASK ………………………………… 新堂冬樹 // 著

ののはな通信　………………………三浦しをん // 著

未来　………………………………… 湊かなえ // 著

婚活食堂　……………………………山口恵以子 // 著

◎エッセイ
納得して死ぬという人間の務めについて
　……………………………………… 曽野綾子 // 著

とりあえずウミガメのスープを仕込もう。
　……………………………………… 宮下奈都 // 著

やっぱり食べに行こう。　………… 原田マハ // 著

◎医学
認知症を堂々と生きる　 … 宮本礼子・武田純子 // 著

差がつく 70 歳からの病気　 ……… 朝日新聞出版編

脂質異常症がよくわかる本　………寺本民生 // 監修

児　童　書
◎絵本
おうち　……… 岡本よしろう // 絵　中川ひろたか // 作

ようかいしりとり　……………… おくはらゆめ // 作

あのくもなあに？　………山村浩二 // 絵　富安陽子文

もぐらはすごい アヤ井アキコ // 著　川田伸一郎 // 監修

きのうをみつけたい！
　………………… アリソン・ジェイ作・絵　蜂飼耳 // 訳

クマと少年　………………………… あべ弘士 // 作

ガラスのなかのくじら
　…… トロイ・ハウエル　リチャード・ジョーンズ // 作

つくえはつくえ　…………………… 五味太郎 // 作

はるなつあきふゆの詩
　……… ジュリー・モースタッド // 絵　ジュリー・フォリアーノ // 詩

問金屋図書館 ☎32-5789
地域交流センター（ALEC） ☎52-4730
ちいさな駅美術館 ☎52-2580
しみず図書室 ☎25-1788

図書館
だより
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人
権
だ
よ
り
　
152

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

桜
満
開
の
下
、
舗
道
に
倒
れ
こ
ん
で
い

る
村
山
聖
。
彼
を
近
所
の
人
が
見
つ
け
、

軽
ト
ラ
に
乗
せ
関
西
将
棋
会
館
へ
連
れ
て

い
く
シ
ー
ン
か
ら
、
映
画
「
聖さ

と
し
の
青
春
」

は
始
ま
る
。

幼
い
頃
に
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
と
い
う
腎
臓
病

を
患
い
、
長
い
病
院
で
の
闘
病
生
活
を
余

儀
無
く
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
父
親
が
買
っ

て
き
て
く
れ
た
将
棋
盤
が
彼
の
人
生
を
決

定
づ
け
る
。
怪
童
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な

る
棋
士
、村
山
聖
の
誕
生
の
瞬
間
で
あ
っ
た
。

村
山
は
将
棋
を
極
め
る
た
め
、
14
歳
で

広
島
か
ら
大
阪
に
出
て
、
師
匠
に
付
き
、

研
さ
ん
を
重
ね
、
メ
キ
メ
キ
と
腕
を
上
げ

て
い
く
。
そ
ん
な
時
、
現
れ
た
の
が
彼
の

生
涯
の
目
標
と
な
る
羽
生
善
治
。
彼
を
倒

さ
ん
が
た
め
、
村
山
は
東
京
へ
移
り
住

む
。
慣
れ
な
い
土
地
で
の
生
活
で
は
あ
っ

た
が
、
愛
嬌
の
あ
る
ル
ッ
ク
ス
と
将
棋
に

対
す
る
真
摯
な
態
度
が
相
ま
っ
て
仲
間
を

増
や
し
て
ゆ
く
村
山
。

こ
ん
な
シ
ー
ン
が
あ
っ
た
。
同
門
下
の

友
人
が
、
負
け
れ
ば
奨
励
会
退
会
と
い
う

一
戦
で
敗
北
し
て
し
ま
う
。
そ
の
夜
、
村

山
と
師
匠
と
そ
の
負
け
て
し
ま
っ
た
友
人

と
３
人
で
飲
み
に
行
く
の
で
あ
る
が
、
帰

ろ
う
と
店
を
出
た
と
き
、
泥
酔
し
た
村
山

が
一
万
円
札
を
何
枚
も
ビ
リ
ビ
リ
に
破
っ

て
し
ま
い
、
そ
の
友
人
に
毒
づ
き
始
め
、

と
う
と
う
殴
り
合
い
に
な
っ
て
し
ま
う
。

村
山
の
中
に
行
き
場
の
な
い
怒
り
や
苛
立

ち
が
あ
る
。

一
緒
に
将
棋
に
励
ん
で
き

た
友
人
を
退
会
と
い
う
形
で

失
う
寂
し
さ
、
自
分
は
果
た

し
て
名
人
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
の
か
、
ま
た
、
病
を
抱

え
る
自
分
に
そ
の
時
間
が
あ

る
の
か
と
い
う
不
安
。
そ
の

た
め
に
必
要
な
も
の
は
、
お

金
な
ん
か
で
は
な
く
健
康
な

体
な
の
で
あ
る
が
、
病
身
で

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
真
剣
に

将
棋
と
向
い
合
っ
て
き
た
と

い
う
複
雑
な
思
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が

爆
発
し
て
し
ま
っ
た
シ
ー
ン
で
あ
っ
た
。

名
人
を
目
指
し
て
必
死
の
努
力
を
し
て

い
る
村
山
で
あ
っ
た
が
、
精
密
検
査
の
結

果
、
ぼ
う
こ
う
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
し
ま

う
。
大
手
術
に
耐
え
、
故
郷
広
島
に
帰
っ

て
も
、
将
棋
へ
の
情
熱
は
冷
め
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
し
か
し
幼
少
か
ら
ネ
フ
ロ
ー

ゼ
、
そ
し
て
癌
と
病
に
侵
さ
れ
続
け
た
村

山
聖
は
、
名
人
位
と
い
う
夢
を
前
に
、
も

う
少
し
の
と
こ
ろ
で
他
界
し
て
し
ま
う
。

享
年
29
歳
。
尊
敬
し
目
標
と
し
て
来
た
羽

生
善
治
と
の
対
戦
成
績
は
六
勝
七
敗
だ
っ

た
。私

ど
も
の
今
年
の
人
権
テ
ー
マ
は
「
生

き
る
」
で
あ
る
。
人
は
一
度
し
か
な
い
人

生
を
さ
ま
ざ
ま
に
生
き
て
い
く
。
近
代
ま

れ
な
天
才
将
棋
士
で
あ
っ
た
村
山
聖
の
壮

絶
な
人
生
。常
に
死
と
向
き
合
い
な
が
ら
、

将
棋
と
い
う
真
剣
勝
負
に
全
身
全
霊
を
賭

け
た
凄
ま
じ
い
人
生
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の

人
生
を
生
き
て
い
く
が
、
彼
の
よ
う
な
人

生
に
は
た
だ
た
だ
脱
帽
で
あ
る
。

人
権
機
関
有
田
川　

則
岡
隆
彦

人
権
映
画
会
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

６
月
17
日（
日
）、
清
水
文
化
セ
ン
タ
ー

で
人
権
映
画
会
「
聖
の
青
春
」
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
感
想
を

頂
き
ま
し
た
の
で
、
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

人
権
映
画
会
「
聖
の
青
春
」
を
見
て

将
棋
の
世
界
を
通
し
て
、
生
き
て
い
く

と
い
う
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
内
容
で

し
た
。

40
代
男
性　

将
棋
に
人
生
を
か
け
て
、
全
う
し
て
、

最
後
ま
で
生
き
抜
い
て
頑
張
っ
て
い
る
姿

に
感
動
し
ま
し
た
。

40
代
女
性　

将
棋
の
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
つ

い
「
頑
張
れ
！
頑
張
れ
！
」
っ
て
、
心
の

中
で
言
っ
て
い
ま
し
た
。よ
か
っ
た
で
す
。

60
代
女
性　

ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
今
を
精
い
っ

ぱ
い
生
き
る
。
見
習
い
た
い
と
改
め
て
感

じ
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

70
代
女
性　

お
知
ら
せ

人
権
特
設
相
談
所

８
月
16
日（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所
を

開
催
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
清
水
会
館

●
時
間
／
13
時
～
16
時

人権映画会の様子
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お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 30 年 6 月 30 日現在）

人口 26,732 人

男 12,560 人

女 14,172 人

10,575 世帯

交通事故発生件数
（6月中、物損含む）

有田川町 59 件
死者 0 人　負傷 4 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

催 

し

◆
◆
◆

学
校
の
お
ば
け
屋
敷

in 

有
田
川 

フ
ァ
イ
ナ
ル

●
期
間
／
８
月
５
日（
日
）
～
８
月
15
日（
水
）

●
時
間
／
10
時
～
16
時

●
場
所
／
五
西
月
小
学
校（
本
堂
２
５
２
‐
２
）

●
参
加
費
／
５
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）

※
８
月
６
日（
月
）
～
10
日（
金
）
は

３
０
０
円

休
校
中
の
五
西
月
小
学
校
が
期
間
限
定

で
お
ば
け
屋
敷
に
。
絵
本
作
家
山
本
孝
先

生
に
よ
る
監
修
で
、
絵
本
「
学
校
な
な
ふ

し
ぎ
」
の
世
界
観
を
再
現
し
ま
す
。

今
回
で
最
後
と
な
る
山
の
上
の
お
ば
け

屋
敷
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

期
間
中
は
お
ば
け
屋
敷
の
ほ
か
、“
お
ば

け
作
り
”
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、グ
ッ
ズ
販
売
、

地
元
農
家
の
野
菜
販
売
な
ど
を
実
施
。

詳
し
い
情
報
は
随
時
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
（
A
L
E
C
）

相 

談

◆
◆
◆

一
日
行
政
相
談

●
８
月
23
日（
木
）

・
き
び
ド
ー
ム　

13
時
～
16
時

問
吉
備
庁
舎
総
務
課

子
育
て

◆
◆
◆

あ
な
た
の
子
育
て
を
変
え
る
６
つ
の
法
則

Ｃ
Ｓ
Ｐ
（
コ
モ
ン
セ
ン
ス
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
）

●
日
時

　

９
月
６
日（
木
）・
13
日（
木
）・
27
日（
木
）、

10
月
４
日（
木
）・
25
日（
木
）
13
時
～
15
時

●
場
所
／
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
対
象

　

町
内
在
住
で
２
歳
～
小
学
生
低
学
年
の
子

ど
も
の
保
護
者（
父
母
・
祖
父
母
・
養
育
者
）

と
支
援
者

※
原
則
、
全
５
回
参
加
で
き
る
人
。

●
定
員
／
12
人（
先
着
順
）

●
申
し
込
み
／
電
話
も
し
く
は
窓
口

「
子
育
て
中
の
親
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
開
催
し
ま
す
。「
子
ど
も
が
言
う

こ
と
を
聞
か
な
い
」「
つ
い
イ
ラ
イ
ラ
し

て
し
て
怒
っ
て
し
ま
う
。
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
？
」
と
悩
ん
で
い
る
保
護
者
向
け
の

講
座
で
す
。

子
育
て
を
す
る
中
で
、
ご
自
身
の
し
つ

け
方
法
や
叱
り
方
に
疑
問
を
感
じ
て
い
ま

せ
ん
か
？
子
ど
も
の
行
動
を
理
解
し
、
子

ど
も
の
や
る
気
を
引
き
出
す
方
法
に
つ
い

て
一
緒
に
学
び
、
練
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
一
時
保
育
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
時
保
育
の
利
用

に
は
、
事
前
に
登
録
・
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

健 

康

◆
◆
◆

健
診
結
果
説
明
会

●
第
１
回

・
日
時
／
８
月
27
日（
月
）
13
時
30
分
～
15
時

　
（
13
時
15
分
～
受
け
付
け
）

・
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

・
内
容
／
健
診
結
果
の
見
方
説
明
、
野
菜

ソ
ム
リ
エ 

中
西
攻
氏
に
よ
る
講
話

・
定
員
／
30
人（
先
着
順
）

●
第
２
回

・
日
時
／
９
月
14
日（
金
）13
時
30
分
～
15
時

　
（
13
時
15
分
～
受
け
付
け
）

・
場
所
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

・
内
容
／
健
診
結
果
の
見
方
説
明
、
ス
ポ
ー

ツ
財
団
に
よ
る
運
動
の
実
技
指
導

※
５
０
０
円
の
自
己
負
担
で
、
体
脂
肪
や

筋
肉
量
が
測
れ
る
イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
が

で
き
ま
す
。

・
定
員
／
10
人（
先
着
順
）

●
申
込
期
間
／
８
月
６
日（
月
）
～

集
団
健
診
の
結
果
説
明
会
で
す
が
、
ど

な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

「
健
診
結
果
の
見
方
が
分
か
ら
な
い
」

「
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
話
が
聞
い
て
み
た
い
」

「
家
で
で
き
る
運
動
の
仕
方
を
教
え
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
皆
さ
ま
、
健
診
結
果

説
明
会
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

申
問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
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福 

祉

◆
◆
◆

各
種
手
当
の
受
給
者
の
皆
さ
ま
は

「
現
況
届
」
を
お
忘
れ
な
く

●
児
童
扶
養
手
当

●
特
別
児
童
扶
養
手
当

●
特
別
障
害
者
手
当

●
障
害
児
福
祉
手
当

現
況
届
は
、
現
在
手
当
を
受
け
て
い
る

人
の
今
後
１
年
間
の
受
給
資
格
を
審
査
す

る
た
め
の
も
の
で
、
提
出
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る

か
、
停
止
さ
れ
て
い
る
か
を
問
わ
ず
、
全

て
の
受
給
者
は
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
届
け
出
を
し
な
い
と
８
月
以
降

の
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、２
年
間
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

受
給
資
格
が
な
く
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
に
お
い
て
「
児
童
扶
養

手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事
由
届
出

書
」が
送
付
さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、

現
況
届
と
併
せ
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
は
各
種
手
当
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
受
給
資
格
が
な
く
な
っ
た
と
き
や
、
氏

名
や
住
所
を
変
更
し
た
と
き
な
ど
も
、

届
け
出
が
必
要
で
す
。

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

募 

集

◆
◆
◆

Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｓ
Ｕ 

in 

有
田
川

「
恋
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
」

「
K
O
N
K
A
T
S
U（
婚
活
）の
前
に
、

K
O
I
K
A
T
S
U（
恋
活
）
し
て
み
よ

う
」。
有
田
川
町
の
緑
の
豊
か
さ
、
木
々

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
癒
さ
れ
て
。
ま
ず
は
、

有
田
川
町
に
恋
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
回
の
「
K
O
N
K
A
T
S
U 

in
有
田

川
」
は
、
ピ
ザ
窯
で
の
ピ
ザ
作
り
や
竹
を

切
っ
て
流
し
そ
う
め
ん
、
か
ま
ど
炊
き
ご

は
ん
な
ど
の
体
験
が
、“
お
し
ゃ
ピ
ク
”
気

分
で
楽
し
め
ま
す
。
当
日
は
カ
ジ
ュ
ア
ル

な
服
装
・ス
ニ
ー
カ
ー
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
９
月
２
日（
日
）
10
時
30
分
～
15
時

　
（
10
時
受
け
付
け
開
始
）

●
場
所
／
し
み
ず
温
泉
周
辺（
詳
細
は
参
加

決
定
後
案
内
し
ま
す
）

●
対
象
／
有
田
川
町
在
住
、
も
し
く
は
将

来
居
住
意
志
の
あ
る
20
歳
以
上
の
独
身
男

女（
学
生
不
可
）

●
定
員
／
男
女
各
15
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
費
用
／
男
女
と
も
１
，０
０
０
円

●
申
込
受
付
期
間
／
～
８
月
20
日（
月
）

●
申
し
込
み
方
法

　

フ
ァ
ク
ス（
３
２
‐
９
５
５
５
）
も
し
く
は

メ
ー
ル（kekkon@

tow
n.aridagaw

a.
lg.jp

）
に
て
、氏
名
・

フ
リ
ガ
ナ
・
住
所
・

生
年
月
日
・
電
話
番

号
を
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

申
問
有
田
川
町
結
婚
相
談
所
（
金
屋
庁
舎

産
業
課
内
）

観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
開
催
中

有
田
川
町
観
光
協
会
で
は
、
第
12
回
有

田
川
町
観
光
協
会
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
作

品
を
募
集
中
で
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
有
田
川
町
の
暮
ら

し
」。
あ
な
た
が
撮
影
し
た
、
有
田
川
町

の
ベ
ス
ト
シ
ョ
ッ
ト
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
！

※
テ
ー
マ
以
外
の
一
般
作
品
も
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
応
募
締
切
日
／
９
月
28
日（
金
）
必
着

●
応
募
資
格

　

未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。
な
お
、
被
写

体
が
人
物
の
場
合
、
肖
像
権
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
に
つ
い
て
は
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

●
応
募
サ
イ
ズ

　

カ
ラ
ー
ワ
イ
ド
四
つ
切
判（
２
５
４
㎜
×

３
６
８
㎜
）
ま
た
は
カ
ラ
ー
四
つ
切
判

（
２
５
４
㎜
×
３
０
５
㎜
）

※
既
定
サ
イ
ズ
以
外
の
作
品
・
画
像
加
工

し
た
作
品
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

●
応
募
可
能
点
数
／
お
一
人
さ
ま
2
点
以
内

●
撮
影
エ
リ
ア
／
有
田
川
町
内
に
限
り
ま
す

申
問
有
田
川
町
観
光
協
会
事
務
局（
金
屋

庁
舎
商
工
観
光
課
）

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎073-423-9291 FAX073-428-2403）
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有
田
周
辺
広
域
事
務
組
合

職
員
採
用
試
験

●
採
用
予
定
人
員
／
一
般
事
務
職 

１
人

●
受
験
資
格
／　
昭
和
58
年
４
月
２
日
～

平
成
13
年
４
月
１
日
の
期
間
に
生
ま
れ
た

人
●
試
験
期
日

・
第
１
次
試
験
／
９
月
30
日（
日
）

※
場
所
／
有
田
市
役
所
会
議
室

●
受
験
手
続
き

・
提
出
書
類
／
受
験
申
込
書
・
長
形
３
号

封
筒
２
枚

・
受
付
期
間
／
８
月
１
日（
水
）
～
８
月

31
日（
金
）

　

※
土・日・祝
日
を
除
く
、８
時
30
分
～
17
時

申
問
有
田
周
辺
広
域
圏
事
務
組
合
事
務
局

（
有
田
市
箕
島
50
番
地
）　

☎
８
３
‐

４
４
９
１

防
衛
省
・
自
衛
隊
か
ら
の
お
知
ら
せ

各
種
自
衛
官
な
ど
募
集

●
自
衛
官
候
補
生（
男
子
・
女
子
）

・
受
付
締
切
日
／
随
時
受
け
付
け

・
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
一
般
曹
候
補
生

・
受
付
締
切
日
／
９
月
７
日（
金
）

・
応
募
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満

●
航
空
学
生

・
受
付
締
切
日
／
９
月
７
日（
金
）

・
応
募
資
格
／
高
卒（
見
込
み
含
む
）
以
上

23
歳
未
満

●
防
衛
大
学
校
学
生（
一
般
・
前
期
）・
防

衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学
生
・
防
衛
医

科
大
学
校
看
護
学
科
学
生

・
受
付
締
切
日
／
９
月
28
日（
金
）

・
応
募
資
格
／
高
卒（
見
込
み
含
む
）
以
上

21
歳
未
満

●
各
種
募
集
説
明
会

・
日
時
／
平
日
９
時
～
17
時
30
分

・
場
所
／
有
田
募
集
案
内
所

問
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部 

有
田

募
集
案
内
所（
有
田
市
宮
崎
町
１
０
６

‐
２
）　
☎
８
２
‐
６
６
３
１

和
歌
山
県
警
察
官
の
募
集

●
採
用
予
定
時
期
／
平
成
31
年
４
月
以
降

●
第
１
次
試
験
日
／
９
月
16
日（
日
）

●
試
験
場
所
／
県
立
和
歌
山
東
高
校
・
県
立

田
辺
工
業
高
校

●
採
用
予
定
人
数

・
警
察
官
A
／
12
人
程
度

・
警
察
官
B
／
42
人
程
度

●
受
験
資
格

・
警
察
官
A
／
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学（
短
大
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平
成
31
年
３
月
末

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

・
警
察
官
B
／
昭
和
61
年
４
月
２
日
～
平

成
13
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
で
、「
警

察
官
A
」
の
受
験
資
格
に
該
当
し
な
い
人

●
受
付
期
間
／
８
月
14
日（
火
）
ま
で

●
申
し
込
み
／
申
込
用
紙
を
湯
浅
警
察
署
・

交
番
・
駐
在
所
で
お
渡
し
し
ま
す

問
湯
浅
警
察
署
警
務
課　

☎
６
４
‐

０
１
１
０

案 

内

◆
◆
◆

地
籍
調
査
の
成
果
の
閲
覧
実
施

平
成
28
年
度
お
よ
び
平
成
29
年
度
に
地

籍
調
査（
現
地
調
査
）
を
実
施
し
た
次
の

地
区
に
つ
い
て
、
成
果
の
閲
覧
を
実
施
し

ま
す
。

該
当
す
る
土
地
の
所
有
者
な
ど
、
関
係

者
の
皆
さ
ま
は
必
ず
期
間
内
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
こ
の
期
間
内
に
の
み
、
誤
り
等

訂
正
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
実
施
日
時
・
場
所

・
８
月
11
日（
土
）
～
８
月
20
日（
月
）　

金
屋
庁
舎
２
階
大
会
議
室

・
８
月
24
日（
金
）
～
９
月
２
日（
日
）　

清
水
行
政
局
２
階
大
会
議
室

※
９
時
～
17
時

※
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
も
行
い
ま
す

●
地
区

◦
大
字
粟
生
の
一
部（
平
成
28
年
度
分
）

◦
大
字
歓
喜
寺
の
一
部

◦
大
字
上
湯
川
の
一
部

◦
大
字
沼
田
・
本
堂
・
中
峯
の
各
一
部

◦
大
字
東
大
谷
の
一
部

◦
大
字
中
原・川
合・二
澤・北
野
川
の
各
一
部

◦
大
字
粟
生
の
一
部（
平
成
29
年
度
分
）

問
金
屋
庁
舎
地
籍
調
査
課

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎073-423-9291 FAX073-428-2403）
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お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

編集後記
非常に暑い日が続いていますが、皆

さまいかがお過ごしでしょうか。
さて、今月号は特集を２つ組んでい

ます。両方とも、関わった人たちの思
いがこもった特集なので、読んでいた
だきたいです…！８月、夏休みやお盆
で帰省したよ、という人にこそ、ぜひ！

（この前ヤフーニュースに載りました
西岡紗希）

紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦 

，18

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す
。
こ

れ
に
伴
い
、「
紀
州
路
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」

と
銘
打
っ
て
、
県
内
各
市
町
村
で
は
清
掃

活
動
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

有
田
川
町
で
は
次
の
日
程
で
行
い
ま

す
。
活
動
時
間
は
２
時
間
程
度
で
す
。

●
日
時
／
８
月
25
日（
土
）
７
時
30
分
集
合

※
雨
天
の
場
合
、
８
月
26
日（
日
）
７
時

30
分
集
合

●
集
合
場
所

・
吉
備
地
区
／
吉
備
庁
舎
前

・
金
屋
地
区
／
金
屋
文
化
保
健
セ
ン

タ
ー
前

・
清
水
地
区
／
集
合
場
所
が
複
数
あ
り
ま

す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
清
水
行
政
局
建
設

環
境
室

平
成
30
年
度
和
歌
山
県
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
共
通
試
験

●
試
験
日
／
11
月
18
日（
日
）

●
試
験
会
場
／
和
歌
山
県
民
文
化
会
館（
和

歌
山
市
小
松
原
通
1
丁
目
１
）

※
10
月
27
日（
土
）
同
会
場
に
て
希
望
者

に
受
験
講
習
を
実
施

●
申
し
込
み

・
申
込
書
配
布
期
間

　

８
月
13
日（
月
）
～
９
月
７
日（
金
）

・
申
込
書
配
布
場
所
／
下
水
道
課
、
県
下

水
道
公
社
、
有
田
振
興
局

・
受
付
期
間
／
８
月
27
日（
月
）
～
９
月

７
日（
金
）

問
下
水
道
課
・
和
歌
山
県
下
水
道
協
会 

☎
０
７
３
‐
４
３
５
‐
１
０
９
３

み
ど
り
の
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４
月
か
ら
町
内
各
ご
家
庭
や
職
場
か
ら

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
「
み
ど
り
の
募
金
」
の

合
計
額
は
84
万
２
，０
２
１
円
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
ま
し
た
募
金

は
、（
公
財
）
和
歌
山
県
緑
化
推
進
会
へ

送
金
し
、
地
域
や
学
校
な
ど
の
緑
化
活
動

な
ど
に
生
か
さ
れ
ま
す
。

問
金
屋
庁
舎
産
業
課

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

こ
の
調
査
は
、
小
規
模
事
業
所
を
対
象

に
行
い
、
最
低
賃
金
の
改
定
審
議
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
と
な
る
事
業

所
に
は
、
8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
調
査

員
が
訪
問
し
ま
す
。
回
答
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
法
に
よ
り
厳
守
さ
れ
、
統
計

以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
固
く

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

問
和
歌
山
県
企
画
部
企
画
政
策
局
調
査

統
計
課
生
活
調
査
班　

☎
0
7
3
‐

4
4
1
‐
2
3
8
8

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
わ
か
や
ま
か
ら
の
お
知
ら
せ

園
芸
施
設
共
済

強
風
な
ど
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・
ガ
ラ

ス
室
の
施
設
が
被
害
を
受
け
た
と
き
、
損

害
を
ほ
て
ん
し
、
農
家
の
経
営
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
ま
す
。
農
家
の
皆
さ
ま
の
負
担

を
軽
く
す
る
た
め
、
掛
け
金
の
半
分
を
国

が
負
担
し
ま
す
。

問
N
O
S
A
I
わ
か
や
ま
中
部
支
所 

☎

６
３
‐
５
１
２
１献 

血

◆
◆
◆

８
月
の
献
血

●
８
月
24
日（
金
）

・
吉
備
庁
舎　

10
時
～
12
時
30
分

・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー（
A
L
E
C
）

　
　
　
　
　
　

14
時
～
16
時
30
分

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課

広告 広告に関するお問い合わせは、株式会社 和歌山毎日広告社（☎073-423-9291 FAX073-428-2403）



広報ありだがわ　2018.827 広報ありだがわ　2018.8

8月のありだがわ 各イベントなどの詳細は、☎52-2111にご連絡い
ただくか、【　】内の担当までお問い合わせください。

月 火 水 木 金 土 日
1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 山の日 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31 9/1 2

3 4 5 6 7 8 9

毎週金曜日
　□消費生活相談
　　（第一金曜日：清水行政局、
　　それ以外：金屋庁舎）
　　【商工観光課】

□２歳児健診
　（金屋文化保健センター）　【健康推進課】
□ブックラザ
　（ちいさな駅美術館）　【町内各図書施設】
□さわやかサークル
　（鳥屋城公民館）　【地域包括支援センター】
□手話講習会
　（金屋庁舎）　【やすらぎ福祉課】

□ブックラザ
　（金屋図書館）【町内各図書施設】
□一日行政相談
　（きび保健福祉センター）【総務課】

□水道・下水道料金お支払い期限
　【水道課・下水道課】

□第 2 期国民健康保険税納期限　【税務課】
□第 2 期後期高齢者医療保険料
　普通徴収納期限　【住民課】
□第 2 期介護保険料普通徴収納期限
　【長寿支援課】

□中学生海外研修事後発表会
　（金屋文化保健センター）【社会教育課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□３歳６カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□１歳６カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□ 10 カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□第 4 回こども
議会

【こども教育課】
□中学生海外研

修壮行会
（吉備庁舎）
【社会教育課】

□ Bon de ALEC
（ALEC）
【ALEC】

□壮年野球大会
（明恵の里スポー
ツ公園）

【社会教育課】

□おひざでだっこの
　おはなし会
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

□４カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□平成 30 年第 3 回
　定例会開会日
【議会事務局】

□ぴありんくる
（金屋文化保健センター）
【地域包括支援センター】

□健診結果説明会
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□いきいき脳の健康教室
　フォローアップ教室

（清水保健センター）
【地域包括支援センター】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□真夏の夜の
　おはなし会
（金屋図書館）
【金屋図書館】

□献血
（吉備庁舎・ALEC）
【健康推進課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

□キャンドルナイト
　イルミネーション 
　in あらぎ島 vol.12

（あらぎ島展望所）
【産業振興室】

□集団検診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】

□おはなしマラソン
（ちいさな駅美術館）
【町内各図書施設】

□紀州路クリーン
　大作戦 ,18
（町内各地）
【建設課・建設環
境室】

□学校のおばけ屋敷 
　in 有田川ファイナル
※ 15 日（水）まで

開催
（五西月小学校）
【ALEC】

□集団検診
（きび保健福祉センター）
【健康推進課】

□ KONKATSU 
　in 有田川

（しみず温泉周辺）
【有田川町結婚相談所】
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し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ヌ
マ
ガ
エ
ル
は
、

姿
や
形
が
ツ
チ
ガ
エ
ル
に
似
て
い
ま
す
が
、
ツ
チ
ガ
エ
ル
の

お
腹
の
色
が
褐
色
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ヌ
マ
ガ
エ
ル
は
白

色
を
し
て
い
ま
す
。
ツ
チ
ガ
エ
ル
は
山
間
地
の
水
田
に
多
く

生
息
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ヌ
マ
ガ
エ
ル
は
平
地
の
水
田

に
多
く
生
息
し
て
お
り
、
ヌ
マ
ガ
エ
ル
が
少
な
か
ら
ず
存
在

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
点
で

す
。今

回
の
環
境
学
習
を
と
お
し
て
、
水
田
や
そ
の
周
辺
が
さ

ま
ざ
ま
な
生
き
物
の
生
息
場
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い

る
こ
と
、
営
農
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
や
身
の
回
り

の
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

去
る
６
月
６
日（
水
）、
八
幡
小
学
校
３
・
４
年
生
18
人
が
あ
ら

ぎ
島
を
訪
れ
、
水
田
の
生
き
物
を
観
察
す
る
環
境
学
習
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
、時
折
小
雨
が
降
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、

児
童
た
ち
は
元
気
に
走
り
回
り
、
水
田
や
水
路
に
い
る
生
き
物
を

捕
ま
え
、
実
際
に
見
た
り
触
れ
た
り
し
な
が
ら
観
察
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
捕
ま
え
た
生
き
物
に
つ
い
て
、
海
南
市
わ
ん
ぱ
く
公
園

の
有
本
智さ

と
るさ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

見
つ
か
っ
た
生
き
物
の
中
で
は
、
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
・
ツ
チ
ガ

エ
ル
・
ア
マ
ガ
エ
ル
な
ど
の
カ
エ
ル
類
が
人
気
を
集
め
て
い
ま
し

た
。
カ
エ
ル
の
足
の
指
は
前
が
４
本
、
後
ろ
が
５
本
で
本
数
が
違

う
と
い
う
説
明
に
、
児
童
た
ち
も
興
味
津
々
。
あ
ら
ぎ
島
に
数
多

く
い
る
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
や
ツ
チ
ガ
エ
ル
は
、
日
本
各
地
で
減
少

が
著
し
く
、
和
歌
山
県
で
も
生
息
条
件
が
変
化
し
続
け
れ
ば
絶
滅

す
る
恐
れ
が
あ
る
「
準
絶
滅
危
惧
種
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

あ
ら
ぎ
島
や
周
辺
の
地
域
が
今
後
の
日
本
に
と
っ
て
貴
重
な
場
所

に
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
環
境
学
習
で
は
、
新
た
に
ヌ
マ
ガ
エ
ル
が
生
息

そ
の
73

八や

幡は
た

小
学
校
の
環
境
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告


